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平成 30 年度周南地区 LP ガス充填所等防災訓練 

 

１ 日 時 平成 30 年 10 月 23 日（火）午後 2 時～ 

２ 場 所 下松市大字末武下 620-1 下松市市民運動場 

３ 主 催 光支部、下松支部、徳山支部、都濃支部 

４ 訓練参加者 約４０社７０名 

５ 訓練次第 

（１）開会挨拶  高山石油ガス（株）桑原取締役技術部長（協会保安委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）防災訓練 

 ①流出容器回収訓練 
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 ②供給設備巡視点検訓練 

 

 

 

 

 

 

 

③仮設風呂（シャワー）設置訓練（光支部を中心に、他の訓練と並行して実施） 

○所要時間 約３０分（事前の材料の加工等を含めると約２時間） 

○材料費  約３万円（給湯器等を除く。） 
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（完成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④炊き出しセット設置要領 
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５ 緊急招集・出動訓練 

  防災訓練に先立ち、支部会員の訓練 

会場への集合を兼ね、緊急招集・出動 

訓練が行われました。 

今年は、災害対策要綱等に準拠し、 

協会事務局から各支部長へ各支部会員 

の緊急招集・出動を要請（訓練送信票 

をＦＡＸ）して訓練をスタート、訓練 

会場への集合はスムーズに完了しまし 

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 協会から 

 今年も、地震、台風、そして「西日本豪雨災害」が発生するなど、近年、自然災害が

多発し、協会としても災害対応の観点から「災害時流出容器処理要領」を制定し、流出

容器の回収・処理体制の整備を進めるとともに、「災害時における応急生活物資の供給

取扱規程」を全面的に改正し、「炊き出し」や「仮設風呂」へ被害者支援の主体を転換

したところです。 

この訓練では、こうした動きを的確にとらえ、訓練を通じて体制整備を図ろうとする

ものであり、支部による今後の訓練の一つの形を示していると思われます。特に、仮設

風呂（シャワー）の設置は、より実践的な提案であり、柳井支部での取組みとともに、

他支部においてもぜひ参考としてくださるようお願いします。 

最後に、桑原委員長をはじめとする訓練関係者の皆様に、厚くお礼申し上げます。 


